
本部：〒243-0435 海老名市下今泉705-1　TEL 046-236-1500　FAX 046-236-1525
https ://www.kistec.jp 2026.4 発行 2,000

溝の口支所
TEL:044-819-2030（支所代表）
●東急田園都市線・大井町線「溝の口駅」／
　JR南武線「武蔵溝ノ口駅」から徒歩約15分
●バスターミナルから、KSPシャトルバス（直通）あり
　（午前10時以降利用可）

●京急大師線「小島新田駅」から徒歩約15分
　JR「川崎駅」より路線バスあり
●東京モノレール「天空橋」駅から路線バスあり

殿町支所

横浜相談窓口（よこはまブランチ）
〒231-0015 横浜市中区尾上町5-80 神奈川中小企業センタービル4階

TEL:045-633-5124
TEL:045-633-5204
(デザイン相談室専用／相談可能日　月曜、水曜、金曜（予約制）

●地下鉄「関内駅」から徒歩約2分／JR「関内駅」から徒歩約5分
　みなとみらい線「馬車道駅」から徒歩約7分

〒213-0012 川崎市高津区坂戸3-2-1
    かながわサイエンスパーク（KSP）内

〒210-0821 川崎市川崎区殿町3-25-13
 川崎生命科学・環境研究センター（ＬiＳＥ）内

〒210-0821 川崎市川崎区殿町3-25-22
 ライフイノベーションセンター（LIC）内

〒210-0821 川崎市川崎区殿町3-25-10
 Research Gate Building TONOMACHI2（RGB２）内

連絡先・アクセスマップ

海老名本部 〒243-0435 海老名市下今泉705-1
TEL:046-236-1500（本部代表）
FAX:046-236-1525
●小田急線、相模鉄道線「海老名駅」から徒歩約１８分
　JR相模線「海老名駅」から徒歩約15分
●神奈川中央交通バス（海01、海02、海09）
　「海老名駅西口」⇒「今泉」下車　徒歩3分

「お問い合わせ」はホームページからアクセスできます。  https://www.kistec.jp

https://www.kistec.jp
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中小企業のイノベーション創出を支援します。

ロゴマークに込めた思い
赤いラインはものづくり支援におけるホットな情熱（支援・伴走・寄り添い）を表し
青いラインは先端技術を追求するクールな知性（学術・探求・精度・正確）を表しています。
２つが接続することで、未来や新しい価値を創造する産業技術支援機関を象徴しています。

４ つ の 拠 点
海老名本部
ものづくり総合相談、試験、計測、研究、研修、連携
改革推進室
総務部
総務課、給与厚生課、経理課
企画部
経営戦略課、情報戦略課
人材育成部
教育研修課
事業化支援部
支援企画課、橋渡し支援課
機械・材料技術部
材料物性G、材料評価G、ナノ材料G、
解析評価G、機械計測G
電子技術部
電子デバイスG、電子材料G、
電磁環境G
情報・生産技術部
設計試作G、システム技術G、加工評価G
化学技術部
材料化学G、化学評価G、
環境エネルギーG、環境安全・バイオG

横浜相談窓口
（よこはまブランチ）
経営と技術の総合相談、デザイン相談

溝の口支所
技術相談、試験、
計測、研究、研修
総務部
管理課
人材育成部
教育研修課
研究開発部
研究推進課
殿町評価事業課
川崎技術支援部
材料解析G
光機能評価G

殿町支所
研究開発
（ライフサイエンス）
研究開発部
殿町評価事業課

神奈川県立産業技術総合研究所

神奈川
中小企業
センタービル

川崎生命科学・
環境研究センター
（LiSE）

かながわサイエンスパーク（KSP）

理事長
鈴　木　邦　雄

研究開発
有望な研究シーズを企業等
への技術移転などにつなげる
「プロジェクト研究」

先進的技術や創薬のための
評価法を開発研究する

「ライフサイエンス評価法
開発研究」

技術支援
保有する技術・ノウハウを

駆使し、最適な支援を実施する
「試験計測」
ワンストップで

最適な試験・分析法を
提案・提供する
「技術開発受託」

事業化支援
高度先端設備等を

活用した製品開発支援を行う
「総合的な一貫支援」

社会ニーズの変化に即した新製品、
新サービスの開発等に取り組む
企業を総合的に支援する　
「成長分野への参入支援」

人材育成
ものづくり中核人材や
研究開発人材を育成する
「企業人材育成」

幅広い年齢層を対象とする
科学技術の普及啓発を行う
「科学技術理解増進」

連携交流
共創によるイノベーション創出の
機会を企業や大学等に提供する

「連携機会創出」
情報や保存するデータ等の共有、
人的ネットワーク等の強化を行う
「技術情報オンライン提供」

５つの柱
特に注力する事業等

基　本　理　念
私たちは、県内中小企業を中心とする産
業界から信頼される試験研究機関とし
て、イノベーションの創出を支援し、県内
産業と科学技術の振興を図ることにより、
豊かで質の高い県民生活の実現と地域経
済の発展に貢献します。

行　動　指　針
公設試験研究機関の新しいカタチを創ります。
☆新たな価値の創出
　私たちは、人と技術が集まる創造の場を提供し続けます。
☆お客様に対して
　私たちは、常に最善の方法を考え、最適な解決策を提供します。
☆組織づくり
　私たちは、コミュニケーションを深め、
　総合力を発揮できる環境をつくります。
☆自己研鑽
　私たちは、プロフェッショナルとして技術と知識の向上に努めます。

概　　　　　要
平成29年４月、地方独立行政法人神奈川県立産業技術総合研究所
（KISTEC）は、公設試験研究機関の神奈川県産業技術センター（産技C）
と公益財団法人神奈川科学技術アカデミー（KAST）が発展的に統合し、
設立されました。
研究に強みを持つKASTと技術支援に強みを持つ産技Cが相乗効果を発
揮して県内産業と科学技術の振興を図ります。また、企業支援ネットワーク
の中心機関として、「研究開発」、「技術支援」、「事業化支援」、「人材育成」、
「連携交流」の５つの柱でお客様のご要望にお応えすることにより、豊かで
質の高い県民生活の実現とお客様満足度の更なる向上に努めます。

■資本金　90億8013万2000円
　　　　　（平成29年設立時）
■職員数　総数　206名
　　　　　（常勤役員4名　職員202名［内研究職139名］ ）
　　　　　（令和4年3月31日現在）
■予算額　46億2920万2000円
　　　　　（令和４年度）

中小企業のイノベーション創出を支援します。

ロゴマークに込めた思い
赤いラインはものづくり支援におけるホットな情熱（支援・伴走・寄り添い）を表し
青いラインは先端技術を追求するクールな知性（学術・探求・精度・正確）を表しています。
２つが接続することで、未来や新しい価値を創造する産業技術支援機関を象徴しています。

４ つ の 拠 点
海老名本部
ものづくり総合相談、試験、計測、研究、研修、連携
総務部
総務課、給与厚生課、経理課
企画部
経営戦略課、情報戦略課
人材育成部
教育研修課
事業化支援部
支援企画課、橋渡し支援課
機械・材料技術部
材料物性G、材料評価G、ナノ材料G、
解析評価G、機械計測G
電子技術部
電子デバイスG、電子材料G、
電磁環境G、電子システムG
情報・生産技術部
設計試作G、システム技術G、加工評価G
化学技術部
材料化学G、化学評価G、バイオ技術G、
環境安全G、新エネルギーG、環境評価G

横浜相談窓口
（よこはまブランチ）
経営と技術の総合相談、デザイン相談

溝の口支所
技術相談、試験、
計測、研究、研修
総務部
管理課
人材育成部
教育研修課
研究開発部
研究支援課
地域イノベーション推進課
川崎技術支援部
材料解析G
微細構造解析G
太陽電池評価G

殿町支所
研究開発
（ライフサイエンス）
研究開発部
地域イノベーション推進課

神奈川県立産業技術総合研究所

神奈川
中小企業
センタービル

川崎生命科学・
環境研究センター
（LiSE）

かながわサイエンスパーク（KSP）

理事長
北　森　武　彦

研究開発
有望な研究シーズを企業等
への技術移転などにつなげる
「プロジェクト研究」

先進的技術や創薬のための
評価法を開発研究する

「ライフサイエンス評価法
開発研究」

技術支援
保有する技術・ノウハウを

駆使し、最適な支援を実施する
「試験計測」
ワンストップで

最適な試験・分析法を
提案・提供する
「技術開発受託」

事業化支援
高度先端設備等を

活用した製品開発支援を行う
「総合的な一貫支援」

社会ニーズの変化に即した新製品、
新サービスの開発等に取り組む
企業を総合的に支援する　
「成長分野への参入支援」

人材育成
ものづくり中核人材や
研究開発人材を育成する
「企業人材育成」

幅広い年齢層を対象とする
科学技術の普及啓発を行う
「科学技術理解増進」

連携交流
共創によるイノベーション創出の
機会を企業や大学等に提供する

「連携機会創出」
情報や保存するデータ等の共有、
人的ネットワーク等の強化を行う
「技術情報オンライン提供」

５つの柱
特に注力する事業等

基　本　理　念
私たちは、県内中小企業を中心とする産
業界から信頼される試験研究機関とし
て、イノベーションの創出を支援し、県内
産業と科学技術の振興を図ることにより、
豊かで質の高い県民生活の実現と地域経
済の発展に貢献します。

行　動　指　針
公設試験研究機関の新しいカタチを創ります。
☆新たな価値の創出
　私たちは、人と技術が集まる創造の場を提供し続けます。
☆お客様に対して
　私たちは、常に最善の方法を考え、最適な解決策を提供します。
☆組織づくり
　私たちは、コミュニケーションを深め、
　総合力を発揮できる環境をつくります。
☆自己研鑽
　私たちは、プロフェッショナルとして技術と知識の向上に努めます。

概　　　　　要
平成29年４月、地方独立行政法人神奈川県立産業技術総合研究所
（KISTEC）は、公設試験研究機関の神奈川県産業技術センター（産技C）
と公益財団法人神奈川科学技術アカデミー（KAST）が発展的に統合し、
設立されました。
研究に強みを持つKASTと技術支援に強みを持つ産技Cが相乗効果を発
揮して県内産業と科学技術の振興を図ります。また、企業支援ネットワーク
の中心機関として、「研究開発」、「技術支援」、「事業化支援」、「人材育成」、
「連携交流」の５つの柱でお客様のご要望にお応えすることにより、豊かで
質の高い県民生活の実現とお客様満足度の更なる向上に努めます。

■資本金　90億8013万2000円
　　　　　（平成29年設立時）
■職員数　総数　191名
　　　　　（常勤役員4名　職員187名[内研究職126名］ ）
　　　　　（令和8年4月1日現在）
■予算額　48億3000万円
　　　　　（令和8年度）



プロジェクト研究

三段階 ステージゲート方式
国等の資金を利用した研究
社会的ニーズに応える有望な研究シーズ
を育成し、企業等の製品開発の支援を実
施します。
■ 研究開発で生じた技術課題について、企
業や大学等と共同で、あるいはKISTEC
単独で、経済産業省やNEDO、文部科
学省等の競争的資金を利用し、技術開
発や製品の実用化等に関する研究を効
率的に進めています。

■ 主な競争的資金の獲得実績
Go-tech事業（経済産業省）、地域イノ
ベーション・エコシステム形成プログラ
ム（文部科学省）、A-Step（JST）、
CREST（JST）、さきがけ（JST）、次世代
人工知能・ロボット中核技術開発事業
（NEDO）、グリーンイノベーション基金
事業／次世代太陽電池の開発
（NEDO）、他

製品・部品・原材料等の開発・改良に必要な分析・測定・加工等の各
種試験を実施します。
　■ 試験終了後は、結果をお知らせするとともに必要に応じ、説明
　および改善のためのアドバイスを行います。また、発行可能な
　場合には、成績書の交付を行います。

　■ 既存メニュー以外の試験も実施可能です。

県の科学技術政策や産業振興政策に沿った研究テーマを公募し、研
究シーズを育成する目的基礎研究を実施します。

　予算規模　1300万円程度／年
　研究期間　2年間
　実施場所　研究代表者の所属機関

大学等の有望な研究シーズを育成するプロジェクト研究を推進するため、
3段階のステージゲート方式により、長期間にわたる研究の進捗管理を行います。

技　術　相　談

試　験　計　測

企業の皆様に代わって、研究開発や技術課題の解決を行います。
　■ 結果は、報告書またはデータなどの結果資料により、お知らせ
　　 します。

技　術　開　発　受　託

KISTECは様々な評価法を産業界等へ提供し、新技術を用いた
製品の信頼性および付加価値向上と競争力強化に貢献します。
　・ライフサイエンス系性能評価（未病・感染症予防等）
　・太陽電池性能評価
　・高信頼性セラミックス評価

お客様ご自身でKISTECの保有機器をご使用いただけます。

　■ 各種工作機器、試験計測機器、分析評価機器、技術開発関連
　機器等をご使用いただけます。

　※対象外の機器もありますので、お問い合わせください。

機　器　使　用

高度な専門知識を持つ専門家を派遣し、現地で課題解決のための
アドバイスを行います。
（初回無料、2回目以降有料）

技 術 ア ド バ イ ザ ー 派 遣

評　価　法　提　供

皆様の技術的な課題を解決するための技術相談をお受けします。
　■ 相談は無料です。
　■ 各分野の専門職員が相談に応じるとともに、
　　 解決に向けてKISTECの支援メニューをご提案します。

重 点 課 題 研 究 ライフサイエンス評価法開発研究
産業構造の転換や技術の急速な変化に直面する県内中小企業等の
支援をするため、企業の既存事業の高付加価値化、新事業の展開に
つながる新たな製品やサービス、技術の開発を重点的に推進します。
通信関連の技術開発や生産性向上等につながる研究開発にロー
カル５Ｇ等無線通信環境を活用しながら取り組むとともに、自動車
産業のＥＶシフト等を見据えた高強度軽量材料の開発支援などに
取り組みます。

神奈川県のライフサイエンス研究の中心である殿町を軸として、先
進的技術や創薬のための評価法を開発研究し、新規技術の信頼
性・安定性等の基盤確立に貢献します。同時に、大学や企業、県内
外の優れた評価法を探索し、ライフサイエンスに関する評価法及び
技術情報を殿町に集積していきます。
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戦略的研究シーズ育成事業（第１段階）

第1段階の研究プロジェクトの中から、研究シーズ展開が期待できる
ものについて、実用化に向けた応用研究を実施します。

　予算規模　6,000万円程度／年
　研究期間　4年間
　実施場所　KISTEC（海老名本部、溝の口支所、殿町支所）

有望シーズ展開事業（第２段階）

第2段階の研究プロジェクトの中から、早期実用化の可能性の高い
ものについて、企業等との共同研究の実績、提案公募型の競争的研
究資金の活用等により、成果展開を図る実用化研究を実施します。

　予算規模　2,000万円程度／年
　研究期間　2年更新
　実施場所　KISTEC（海老名本部、溝の口支所、殿町支所）

実用化実証事業（第３段階）

研 究 開 発

新たな成長産業の創出 技術課題の解決・品質の向上
技 術 支 援

走査型プローブ顕微鏡 3Dデジタイザ

熱伝導率測定装置 高出力高精細X線CT装置

抗ウイルス加工品の性能評価

昆虫嗅覚受容体センサチップを搭載する
バイオハイブリッド匂いセンサシステム



■ 製品化・事業化支援
新製品の開発や商品化を行う企業に対して、確かな基礎研究を踏
まえた製品開発・売れる商品の仕組みづくりに向けた、「製品化支
援」「事業化支援」を行っています。

デザインを活用しながら、新
事業創出、企業価値向上のた
めの支援を行っています。
KISTECの専門職員、デザイ
ン・知財等の専門家と共に、
顧客視点で付加価値の高い
新製品、新サービスの開発支
援を総合的に行っています。

総 合 的 な 一 貫 支 援 事 業 化 促 進 研 究

デ ザ イ ン 相 談

成 長 分 野 へ の 参 入 支 援

県内企業における技術力の底上げを支援するため、「製造開発人
材育成研修」と「産業技術マネジメント研修」を行います。
■ 製造開発人材育成研修
機械・電気・化学・情報等の産業分野に関わる技術の基礎や開発の
動向を学ぶ研修を実施します。
■ 産業技術マネジメント研修
品質管理セミナーをはじめ、品質管
理、生産管理、作業改善、ISO内部監
査員養成等、ものづくりの管理面を
担う人材の育成を支援します。

■ 産業技術・科学技術に精通したボランティア講師を予め募り、そ
の講師と理科や総合学習等の科目で実験、実演の拡充を望む
県内小中学校や特別支援学校とのマッチングを行い、講師を小
中学校等に派遣する「出前授業」を実施します。

■ 次世代を担う創造的人材を育むため、座学（理論）と実験・工作
（実習）による活きた学習の場を学校授業外の時間に提供する
「理科実験教室」、「夏休みおもしろ科学体験」等のイベントを開
催します。

■ KISTECの持つ分析スキルを体験的に理解することが
　できる「KISTECおもちゃレスキュー」等を実施します。

も の づ く り 中 核 人 材 育 成

■ Society5.0、先進医療とウェルネス、環境・エネルギー、新しいモ
ノづくりなど、新たな産業を牽引する分野に重点を置いた教育
講座を開催します。

■ 数多くの研究成果の中から世界をリー
ドするテーマとその先駆者として活躍
する研究者を講師とするカリキュラム
を企画・編成し、イノベーション創出を
担う研究人材を支援します。

研 究 人 材 育 成

科 学 技 術 理 解 増 進
企業の開発段階に応じ、技術・デザイン・知的財産・経営・
金融等の総合支援を行います。

中小企業等の開発ニーズを基に研究テーマを設定し、中小
企業・大学等とKISTECが共同研究を実施します。

デジタル技術に関する開発・検証環境の提供や、エネル
ギー、ライフサイエンス等の成長産業への参入支援を行い
ます。

皆様の様々なデザイン課題や、企業価値の創出にお役立ていただ
くため、デザイン相談を行っています。
デザイン相談室開催日：月曜、水曜、金曜（予約制）〈横浜相談窓口〉

■ デジタル技術支援
シミュレーションや機械学習を活用したデジタル設計・解析支援、
企業におけるデジタル化や製品開発の効率化支援、新機能を搭載
した製品の開発支援を行います。
■ 新たな社会ニーズに対応した事業化支援
KISTECの技術を活用した評価法等により、社会ニーズの変化に
即した新製品、新サービスの開発等に取り組む企業について、試
作、評価等、技術面を中心に総合的な支援を実施します。

【各機関との連携】
（県内に事業所を持つ大企業との連携）
■ 神奈川R&D推進協議会（中小企業支援機関との連携）
■ （公財）神奈川産業振興センター（KIP）、㈱日本政策金融公庫、神奈
川県信用保証協会と四者業務協力協定を締結しています。
■ ㈱ケイエスピーと包括連携協定を締結しています。
■ 公立鉱工業試験研究機関長協議会（公設試、国機関等との連携）
■ 首都圏テクノナレッジ・フリーウェイ（TKF）（公設試、国機関等との連携）
■ 産業技術連携推進会議（産技連）（公設試、国機関等との連携）
かながわ産学公連携推進会議（CUP-K）
【フォーラム・Innovation Hub】
■ フォーラムでは、年間を通じて、対面式やオンライン等の様々な形式、各
分野のテーマで開催し、技術情報の提供や技術連携を図ります。
■ Innovation Hubでは、KISTECや連携機関で得られた研究・業務成果を
ご紹介し、研究者・技術者等の技術交流・技術連携を図ります。

【広報公式SNS運用】
■ YouTube、XにおいてKISTECの事業、技術支援、イベント等に関する情
報を不定期配信しています。
【KISTEC NEWS、メールマガジン等】
■ KISTEC事業や機器の紹介、最新の技術情報、イベント情報等掲載した
KISTEC NEWSの発行、各種イベント情報等の提供を目的としたメールマガ
ジンの配信を行っています。
【光触媒ミュージアム（溝の口支所）】
■ 光触媒に関するデモ機や応用製品の展
示を通して、光触媒技術への理解を深め、
また光触媒産業の健全な発展に貢献する
べく、光触媒の普及・啓発に努めています。

知 財 支 援 ／ ベ ン チ ャ ー 創 出・成 長 支 援

■ 神奈川県知財総合支援窓口の外部相談窓口として、特許等の実
務に精通した専門家が知的財産に関する疑問について無料で相
談に応じます。　　〈毎月2回：海老名本部〉

■ 知財戦略、技術移転活動、商標など様々なテーマで年数回知財
セミナーを開催しています。

■ かながわテクノ会では、会員に必要な特許・実用新案情報を選ん
で提供します。

■ 特許流通コーディネータが知財活用／技術移転に関する相談、
企業間マッチング、各種契約のアドバイス等、必要な支援を行い
ます。

■ 研究事業の成果を活用し、企業と連携した実用化を目指す他、
研究プロジェクトの成果を活用したベンチャー企業の発足も目
指して活動しています。研究シーズの発掘・育成から実用化、ベ
ンチャー創出等、一貫した活動を行っています。

支援事例：フリーズドライティーの
商品企画・デザイン支援

支援事例：ロボット歯ブラシ

支援事例：ポーラスチャック
（多孔質吸着テーブル）の
開発・製品化支援

新製品・サービスの創出
事 業 化 支 援

イノベーション人材の育成を支援
人 材 育 成

ハブ機能の強化
連 携 交 流

支援事例：外部電源不要かつ接触位
置検出、力検出が可能な柔軟性のある
電子人工皮膚「eeeSkin（トリプルイー
スキン）」の量産化技術の確立

■ 次世代事業創出デザイン支援

■ 事業化促進研究
今後成長が期待される産業分野において、中小企業等の開発ニー
ズと研究シーズのマッチングをコーディネートすることに加え、
KISTEC が有する技術・ノウハウを活用することにより、事業化を
促進します。
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